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福
祉
・
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介
護
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福
祉
・
医
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・
介
護
施
策
に
つ
い
て

問 
　

国
保
制
度
に
つ
い
て
、
安
倍
政
権

が
平
成
30
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
国
保

の
都
道
府
県
化
は
、
都
道
府
県
に
国
保
行
政

の
監
督
権
限
を
与
え
る
こ
と
で
、
市
町
村
に

よ
る
一
般
会
計
か
ら
の
独
自
繰
入
を
な
く
し

て
い
く
た
め
の
制
度
改
変
で
す
。
政
府
・
厚

労
省
は
、
制
度
改
変
の
初
年
度
で
あ
る
平
成

30
年
度
に
つ
い
て
、
繰
入
維
持
を
含
め
た
住

民
負
担
の
回
避
を
自
治
体
に
求
め
る
一
方
、

都
道
府
県
の
国
保
運
営
方
針
の
第
一
期
が
終

わ
る
平
成
35
年
度
ま
で
、
赤
字
解
消
の
名
で

法
定
外
繰
入
の
解
消
を
進
め
る
よ
う
、
自
治

体
に
号
令
を
か
け
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
動
き
が
あ
る
一
方
で
、
平
成
30

年
度
に
は
、
宮
崎
市
、
韮
崎
市
を
は
じ
め
、

少
な
く
な
い
自
治
体
が
国
保
税
の
引
き
下
げ

に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
市
で
も
、
平
成
30
年

度
の
国
保
税
は
引
き
下
げ
に
な
り
ま
し
た
が
、

平
成
31
年
度
に
つ
い
て
も
引
き
下
げ
に
な
る

こ
と
を
要
望
し
ま
す
が
、
保
険
税
の
来
年
度

の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
民
部
長　

平
成
31
年
度
標
準
保

険
税
率
、
税
額
で
す
が
、
県
か
ら
示
さ
れ
た

仮
係
数
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
医
療
分
、
支
援

分
お
よ
び
介
護
分
を
合
わ
せ
た
標
準
保
険
税

率
は
、
現
行
に
比
べ
、
所
得
割
は
０
・
３
％

増
の
11
・
13
％
、
均
等
割
は
１
０
０
円
減
の

４
万
８
７
０
０
円
、
平
等
割
は
１
５
０
０
円

増
の
２
万
３
０
０
０
円
と
さ
れ
、
平
成
30
年

度
の
現
行
税
率
と
比
べ
引
き
上
げ
ら
れ
て
お

り
、
平
成
31
年
度
、
一
人
当
た
り
の
標
準
保

険
税
に
つ
い
て
も
、
平
成
30
年
度
と
比
べ
、

１
５
５
６
円
増
の
、
９
万
８
１
０
３
円
と
な

る
算
定
結
果
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
当
初
予
算（
案
）に
お
け
る
国

保
税
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
県
算
定
の
標

準
保
険
税
率
と
現
行
税
率
の
両
方
で
試
算
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
現
行
税
率
を
用
い
た
場
合
、

財
源
に
不
足
が
生
じ
る
も
の
の
、
国
・
県
か

ら
の
公
費
負
担
や
繰
越
金
、
財
政
調
整
基
金

の
保
有
状
況
な
ど
、
総
合
的
に
勘
案
し
た
結

果
、
平
成
30
年
度
に
引
き
下
げ
た
現
行
の
税

率
を
据
え
置
く
こ
と
と
し
、
不
足
は
財
政
調

整
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
な
ど
で
対
応
し
ま

す
。問 

　

平
成
30
年
度
か
ら
、
子
ど
も
の
均

等
割
の
独
自
軽
減
な
ど
、
新
し
い
形
の
国
保

税
軽
減
策
を
導
入
す
る
動
き
が
各
地
で
起
こ

っ
て
い
ま
す
。
特
に
所
得
制
限
な
し
で
国
保

に
加
入
す
る
全
て
の
子
ど
も
の
均
等
割
を
一

律
３
割
減
免
と
し
た
仙
台
市
の
取
り
組
み
は
、

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

独
自
軽
減
は
、
国
保
法
第
77
条
の
規
定
を
活

用
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
国
保
法
第
77
条
に

基
づ
く
減
免
措
置
へ
の
公
費
繰
入
は
、
政

府
・
厚
労
省
の
区
分
で
は
国
保
運
営
方
針
に

基
づ
き
、
続
け
て
よ
い
繰
入
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
、
子
ど

も
の
均
等
割
の
独
自
軽
減
の
考
え
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

政
府
全
体
と
し
て
、
少
子

化
対
策
を
推
進
す
る
中
で
、
ご
提
案
の
子
育

て
世
帯
の
負
担
軽
減
策
は
、
国
の
制
度
で
実

施
し
て
い
る
国
保
制
度
の
中
で
対
応
す
べ
き

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
今
後
に
お

い
て
も
、
引
き
続
き
、
県
や
全
国
市
長
会
な

ど
を
通
じ
て
、
子
ど
も
に
係
る
減
免
な
ど
の

制
度
創
設
や
国
庫
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
な

ど
、
国
の
責
任
と
負
担
に
お
い
て
、
実
効
あ

る
措
置
を
講
じ
る
よ
う
要
望
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
経
済
の
振
興
に
つ
い
て

地
域
経
済
の
振
興
に
つ
い
て

問 

　

住
宅
・
商
店
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の

予
算
拡
充
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

都
市
整
備
課
長　

住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
事
業
は
、
住
環
境
の
向
上
と
と
も
に
、

地
域
経
済
の
活
性
化
、
人
口
減
対
策
を
図
る

た
め
、
市
内
施
工
業
者
に
よ
り
、
自
己
の
居

住
す
る
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
利
用

者
が
多
い
こ
と
か

ら
、
平
成
31
年
度
予

算
に
つ
い
て
は
、
１

０
０
万
円
の
増
額
を

行
い
、
６
０
０
万
円

の
予
算
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

答 

　

経
済
環
境
部
長　

商
店
等
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
事
業
は
、
平
成
29
・
30
年
度
に
つ

い
て
は
７
０
０
万
円
の
予
算
で
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
本
年
度
は
予
算
額
に
達
し
ま
し
た

が
、
事
業
の
実
施
件
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る

た
め
、
平
成
31
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
商
工

会
と
調
整
・
協
議
を
図
っ
た
中
で
、
５
０
０

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
商
工
会
と
連
絡
調
整
等
を
密
に
し

た
中
で
、
現
状
を
把
握
し
、
必
要
に
応
じ
た

予
算
措
置
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
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